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2012 年アメリカリウマチ

学会（ACR）に参加し、「ヒ

トプライマリーT 細胞に

おけるフローサイトメト

リーを用いた新たなオー

トファジー定量系の確立

と機能的解析」について、

報告を行った。多数の質

問を受け、Stanford 大学

の Weyand 教授より様々

なコメントを頂くことができたことは大変貴重な経験であった。これに

より今後の実験の課題や目標が定まり、ますます実験を行う励みとなっ

た。また、「非生物学的製剤で治療を行った関節リウマチ患者における

骨破壊の特徴とその危険因子の解析」を長崎大学と東北大学で共同研究

を行い、共著者として発表に参加してきた。この発表は日経メディカル

オンラインに取り上げられ、インパクトのある内容であったと考えられ

た。 

これらの自分の発表以外にも、ACR では、①SLE や関節リウマチの最

新の治療法などのレビュー、②関節リウマチに対する JAK 阻害薬など

の臨床研究、③皮膚筋炎で見つかった新たな自己抗体などの基礎研究、

④ポスターセッションでの他の研究施設での研究内容など、多岐に渡っ

て多くのことを学ぶことができた。大変有意義な学会参加となった。 

 

 

 


